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1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 Mean ± SD
体育的内容 93.7 91.0 95.4 93.2 96.6 93.6 93.9 ± 1.90 
　運動学習 34.8 42.9 54.9 48.9 78.9 23.6 47.3 ± 18.95 
　認知学習 17.6 12.6 18.7 22.5 2.9 59.9 22.4 ± 19.57 
　学習指導 41.4 35.5 21.8 21.8 14.8 10.1 24.2 ± 12.00 
マネジメント 5.9 9.0 4.6 6.8 3.4 6.4 6.0 ± 1.90 
表６　授業場面の時間的割合
1 と 5 の検定
1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 Mean ± SD t-score
総合評価 2.50（3） 2.70（4） 2.65（4） 2.79（5） 2.82（5） 2.86（5） 2.72（4）± 0.13 8.19 ***
　成果 2.12（2） 2.44（3） 2.48（4） 2.63（4） 2.63（4） 2.73（5） 2.50（4）± 0.22 5.50 ***
　　１．感動の体験 2.06（3） 2.31（4） 2.37（4） 2.43（4） 2.51（4） 2.86（5） 2.42（4）± 0.26 2.63 *
　　２．技能の伸び 2.09（2） 2.46（3） 2.57（4） 2.80（4） 2.71（4） 2.71（4） 2.56（4）± 0.26 4.07 ***
　　３．新しい発見 2.23（2） 2.54（3） 2.49（3） 2.66（4） 2.66（4） 2.63（4） 2.53（3）± 0.16 2.67 *
　意欲・関心 2.76（3） 2.83（4） 2.81（4） 2.89（4） 2.97（4） 2.99（4） 2.87（4）± 0.09 3.63 **
　　４．精一杯の運動 2.71（3） 2.77（3） 2.83（4） 2.91（4） 3.00（5） 2.97（4） 2.87（4）± 0.11 3.26 **
　　５．楽しさの体験 2.80（3） 2.89（4） 2.80（3） 2.86（4） 2.94（4） 3.00（5） 2.88（4）± 0.08 1.80
　学び方 2.56（3） 2.74（4） 2.64（4） 2.81（5） 2.89（5） 2.87（5） 2.75（4）± 0.13 4.14 ***
　　６．自主的学習 2.71（4） 2.80（5） 2.71（4） 2.83（5） 2.86（5） 2.97（5） 2.81（5）± 0.01 1.46
　　７．めあてをもった学習 2.40（3） 2.69（4） 2.57（3） 2.80（4） 2.91（4） 2.77（4） 2.69（4）± 0.18 4.28 ***
　協力 2.76（4） 2.91（5） 2.77（4） 2.93（5） 2.90（5） 2.93（5） 2.87（5）± 0.08 2.16 *
　　８．なかよく学習 2.94（5） 2.94（5） 2.77（4） 2.94（5） 2.91（4） 2.97（5） 2.91（4）± 0.07 －0.46




























全体 (n=36) 男子 (n=18) 女子 (n=18) 全体 (n=35) 男子 (n=18) 女子 (n=17)
全体 男子 女子
mean ± SD mean ± SD mean ± SD mean ± SD mean ± SD mean ± SD
総合評価 51.42 + 5.31 51.56 + 6.11 51.28 + 4.55 53.20 + 5.54 52.89 + 6.13 53.53 + 4.97 5.38 *** 1.00 11.79 ***
情意目標 12.97 + 0.54 12.94 + 0.54 13.00 + 0.54 13.29 + 0.56 13.28 + 0.58 13.29 + 0.55 1.25 0.97 0.79
１　楽しく勉強 2.61 0.49 2.61 0.50 2.61 0.50 2.80 0.41 2.83 0.38 2.76 0.44 2.50 * 1.72 1.85
２　丈夫な体 2.72 0.45 2.67 0.49 2.78 0.43 2.77 0.49 2.72 0.57 2.82 0.39 0.70 0.44 0.57
３　精一杯の運動 2.47 0.56 2.56 0.51 2.39 0.61 2.40 0.69 2.33 0.77 2.47 0.62 －0.44 －1.17 0.70
４　明るい雰囲気 2.72 0.51 2.72 0.57 2.72 0.46 2.83 0.38 2.83 0.38 2.82 0.39 1.00 0.81 0.57
５　練習時間 2.44 0.61 2.39 0.61 2.50 0.62 2.49 0.66 2.56 0.62 2.41 0.71 0.42 0.90 －0.29
運動目標 10.67 0 0.81 11.44 + 0.77 9.89 0 0.82 11.54 + 0.73 11.44 + 0.78 11.65 + 0.68 2.98 ** 0.00 6.34 ***
６　色んな運動の上達 2.56 0.56 2.61 0.50 2.50 0.62 2.71 0.57 2.78 0.55 2.65 0.61 1.97 1.14 1.85
７　できる自信 1.58 0.81 2.17 0.79 1.00 0.00 2.34 0.64 2.33 0.69 2.35 0.61 4.78 *** 0.90 9.20 ***
８　運動の有能感 1.56 0.73 1.56 0.78 1.56 0.70 1.54 0.66 1.44 0.70 1.65 0.61 －0.37 －1.00 0.57
９　自発的運動 2.58 0.55 2.61 0.61 2.56 0.51 2.69 0.53 2.61 0.61 2.76 0.44 0.90 0.00 1.85
10　授業前の気持ち 2.39 0.64 2.50 0.62 2.28 0.67 2.26 0.61 2.28 0.67 2.24 0.56 －1.07 －1.29 0.00
認識目標 13.50 + 0.51 13.11 + 0.57 13.89 + 0.42 13.83 + 0.51 13.56 + 0.57 14.12 + 0.44 1.11 0.78 1.07
11　応援 2.83 0.38 2.78 0.43 2.89 0.32 2.91 0.28 2.94 0.24 2.88 0.33 1.36 1.84 0.00
12　作戦を立てる 2.83 0.38 2.72 0.46 2.94 0.24 2.74 0.56 2.61 0.70 2.88 0.33 －0.90 －0.62 －1.00
13　他人を参考 2.69 0.52 2.56 0.62 2.83 0.38 2.91 0.28 2.89 0.32 2.94 0.24 2.26 * 2.06 1.00
14　友人・先生の励まし 2.67 0.59 2.50 0.71 2.83 0.38 2.77 0.49 2.61 0.61 2.94 0.24 1.28 0.70 1.46
15　積極的発言 2.47 0.56 2.56 0.62 2.39 0.50 2.49 0.70 2.50 0.71 2.47 0.72 0.00 －0.32 0.37
社会的行動目標 14.28 + 0.38 14.06 + 0.45 14.50 + 0.30 14.54 + 0.34 14.61 + 0.31 14.47 + 0.38 1.51 1.97 －0.37
16　ルールを守る 2.81 0.47 2.67 0.59 2.94 0.24 2.89 0.40 2.83 0.51 2.94 0.24 1.14 1.14 0.00
17　自分勝手 2.97 0.17 2.94 0.24 3.00 0.00 3.00 0.00 3.00 0.00 3.00 0.00 1.00 1.00 0.00
18　勝つための手段 2.69 0.52 2.67 0.59 2.72 0.46 2.83 0.45 2.94 0.24 2.71 0.59 1.16 2.05 －0.44
19　勝負を認める 2.86 0.35 2.83 0.38 2.89 0.32 2.86 0.43 2.83 0.38 2.88 0.49 0.00 0.00 0.00
























































1 と 5 の検定
1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 Mean ± SD t-score
総合評価 2.30（2） 2.81（5） 2.85（5） 2.91（5） 2.83（5） 2.94（5） 2.77（5）± 0.24 4.61 ***
　成果 1.67（1） 2.50（4） 2.72（5） 2.78（5） 2.56（4） 2.89（5） 2.52（4）± 0.44 4.09 ***
　　１．感動の体験 1.50（1） 2.17（3） 2.67（5） 2.50（4） 2.33（4） 2.83（5） 2.33（4）± 0.47 2.08 *
　　２．技能の伸び 1.67（1） 2.67（4） 2.83（5） 3.00（5） 2.67（4） 3.00（5） 2.64（4）± 0.50 2.12 *
　　３．新しい発見 1.83（1） 2.67（4） 2.67（4） 2.83（4） 2.67（4） 2.83（4） 2.58（3）± 0.38 3.10 **
　意欲・関心 2.75（4） 3.00（5） 3.00（5） 2.92（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.94（5）± 0.10 1.91
　　４．精一杯の運動 2.83（4） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.97（4）± 0.07 1.00
　　５．楽しさの体験 2.67（3） 3.00（5） 3.00（5） 2.83（3） 3.00（5） 3.00（5） 2.92（4）± 0.14 1.58
　学び方 2.67（4） 2.92（5） 2.92（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.92（5）± 0.13 2.35 *
　　６．自主的学習 2.83（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.97（5）± 0.07 2.24 *
　　７．めあてをもった学習 2.50（3） 2.83（4） 2.83（4） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.86（4）± 0.19 1.00
　協力 2.42（3） 3.00（5） 2.83（4） 3.00（5） 2.92（5） 2.92（5） 2.85（4）± 0.22 2.38 *
　　８．なかよく学習 2.83（4） 3.00（5） 2.83（4） 3.00（5） 3.00（5） 3.00（5） 2.94（5）± 0.09 2.71 *


























































































































1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 Mean. ± SD
学習従事 62.9 97.9 84.2 77.1 78.7 82.0 80.45 ± 11.36
学習非従事 37.1  2.1 15.8 22.9 21.3 18.0 19.55 ± 11.36
　学習外従事 34.9  1.0  9.4 16.0 15.9 12.2 14.90 ± 11.28
　オフタスク  2.2  1.1  6.4  6.9  5.4  5.9  4.66 ±  2.40
表10 抽出児の運動学習場面における学習従事の割合（n=6）
男子 (n=6) 女子 (n=6)
t－scoreMean ± SD Mean ± SD
学習従事 64.3 ± 8.83 89.2 ±  9.30 －3.77 ***
学習非従事 35.7 ± 8.83 10.8 ±  9.30 3.77 ***
　学習外従事 29.3 ± 10.54  7.1 ± 10.60 3.49 **





?? 教師の指導の振り返り 観察者事実 原因 解決策
1
・前年度までの３年生の演技
を映像で見させてイメージを
持たせたのは良かった。
・授業の流れがスムーズで、
学習内容が生徒によく伝わっ
ている。
・できる技の確認をする時間
が十分確保できなかった。で
きる技の確認が十分にできれ
ば次時以降の活動が活発にな
ると感じる。
・オリエンテーションでの提
示に時間がかかってしまった
ため。
・オリエンテーションで確認
することを精選し、できる技
の確認の時間を確保する。
・構成を考える際、生徒の色々
な発想を重視するため例示を
しない状態で考えさせた。し
かし、殆ど構成の案が出な
かった。
・構成を考える活動が未経験
で発想がでないため。
・構成では例示をある程度出
して生徒の発想を引き出す。
2
・グループ全員ができる技を
用いてシンクロやカノンで構
成を考えさせた。生徒は、前
転だけでも構成の工夫次第で
きれいに見せることが理解で
きたと考える。
・友達と一緒にできることに
楽しさを感じている。また、
３人でも技をきれいに見せる
ことができる方法を知り、練
習に意欲的に取り組んでい
る。
・全員ができる技の数が少な
いため、１･ ２年生の段階で
もう少し技の習得をしておく
必要があると感じた。
・全員ができる技の数が少な
いため。
・１･２年生の段階で技の習得
をしておく。
3
・１人または２人ができる技
を用いて構成を考えさせた。
・３人グループでどの技を
使ってどんな空間構成にすれ
ば演技がきれいになるか話し
合っている。一人一人が意見
を出し合いやすい雰囲気があ
り、話し合いが進めやすい。
・苦手な生徒やできる技が少
ない生徒が何もしていない時
間が多かった。
・生徒の多くは大技をいかに
引き立たせるかということを
考えて意見が出にくいため。
・今できる技を確認したり、
苦手な生徒でもできる技を助
言していく。
4
・「はじめ－中－終わり」の一
連の流れを考えさせた。しか
し、生徒は「はじめ－中－終
わり」の区別がよく理解でき
ていなかったため、中の部分
をより充実させようと工夫し
て練習していた。教師が説明
の段階で「はじめ－中－終わ
り」の流れを明確にしておく
必要があると感じる。
・一連の流れを考える際、ア
イデアが出ていないグループ
があった。
・どのように連続技をつなげ
ればいいか分からないため。
・３人で作る経験がないので
連続のさせ方が分からないた
め。
・他のグループの様子を見せ
ることで動き方のヒントが得
られ自分達のグループの動き
に取り入れたり参考にしたり
できる。
・一連の流れがなかなかでき
ない。
・空間構成に時間がとられて
いるため。
・空間構成を中心に考えるの
でなく、技を中心に考えさせ
る。
・教師が説明の段階で「はじ
め－中－終わり」の流れを明
確にしておく必要がある
5
・２班が一つのデジタルカメ
ラを使用して班同士で撮りあ
い、演技の構成やメリハリ、
つなぎを確認した。デジタル
カメラは使いやすくて良い
が、画面が小さいため細かい
ところまで確認できないとい
う難点がある。また、３人く
らいの少人数であればデジタ
ルカメラでよいが、それ以上
になると厳しい。
・自分達の動きをＶＴＲ撮影
しＶＴＲを見直して進んで改
善点を出していた。
・他の班からアドバイスをも
らい、動きを改善していた。
アドバイスがなかなかでない
班もあった。教え合い、高め
合う活動を更に取り入れたほ
うがよい。
・他の班の人に見るポイント
を明確に伝えないとアドバイ
スも漠然としてしまうため。
・見るポイントを明確にもた
せないと漠然と見てしまうの
で、どのような動きがよいの
か具体的な見方を指導してい
く必要がある。
・他の班の人に見るポイント
を明確に伝えてアドバイスを
もらう。
・見てもらうグループを替え
ることで他の発想が出てく
る。
・グループの一人が見てアド
バイスする方法もある。そう
することでＶＴＲでは分から
なかった点が出てくる。
6
・まとめとして発表会を行っ
た。班の移動で時間がかかっ
てしまったので、発表の順番
をしっかりと決めてスムーズ
な発表ができると良かった。
各班の発表で始め方と終わり
方がはっきりしておらず、何
となく始まり、何となく終
わってしまったような感じが
したため、事前に時間をとっ
て決めさせると良かった。
・空間構成・時間的な構成の
工夫は多く見られた。
・自分の能力にあった技で力
を発揮できた。
・一つの技を連続して行うこ
とは少なかった。
・一つの技を連続して行うこ
とに練習段階でそれほど触れ
ていないため。
・技にメリハリやスピード感
をもたせるために一つの技を
連続して行う提示を練習段階
で設ける。
表12 観察者による記録
グループ活動では、「今できる技」を使って「空間
構成」「時間的な構成」「連続技」を中心に考えたり実
践したりしてマット運動を楽しんでいた。グループの
課題に応じた練習内容を考えて自主的に学習できてお
り、思考力・判断力は向上していると思われる。そこ
で、技能の向上につながる学習内容の提示やアドバイ
スを積極的に行うとよいのではないかと考えられた。
④単元計画である時間配当と技能
上記の課題を解決するためには、６時間では技能の
向上の配当が少ない。６時間目を中間発表とし、７時
間目に仕上げの練習、８時間目に本番というのがよい
のではないかと考えられた。
Ⅳ．まとめ
本研究の目的は、学びを深めると考え実施している
集団マットの授業実践を取りあげ、生徒の学習に与え
る成果について、形成的授業評価や診断的総括的評価、
また、学習行動の分析、観察者の観察記述、学習カー
ドから検証することであった。また、その結果を踏ま
え、学びを深める教材としてマット運動を集団化する
意味や可能性について考察を加えることであった。
本実践で取り組んだ「集団マット」教材は、マット
運動を小集団化する、ひとり一人が持つ「今できる技」
を組み合わせて連続技を工夫して練習・発表する、運
動の具体的課題を「空間構成」「時間的な構成」「連続
技」から提示し、生徒が連続技を工夫して取り組める
ようにするものであった。実践の結果、本「集団マッ
ト」単元は以下の学びを深めることが明らかとなった。
①運動学習場面における生徒の学習活動への集中をも
たらし、「成果」「意欲・関心」「学び方」「協力」に関
する成果を高い水準で向上させた。また、単元の授業
過程を通したこのような経験によって、②「体育では
みんなが楽しく勉強できる」「体育では少し難しい運
動でも練習するとできるようになる自信がある」「体
育をしているとき、うまい子や強いチームを見てうま
くできるやり方を考えることがある」といった態度の
形成を高め、体育に対する愛好的態度を総合的に高め
た。
このことから、マット運動を集団化して取り組む本
「集団マット」教材は、学習成果を高める上で有効で
あり、また、「楽しく勉強」「技能向上への自信」「か
の能力に適した技を選択することができたので、技能
レベルが違う生徒が同じグループになってもどの生徒
でも技ができる楽しさや喜びを味わうことができた。
③生徒間の見合い教え合い
グループ内でお互いに見合ったりＶＴＲ撮影した演
技を見たりすることで、自分達の技をよく観察できた。
演技を観察したことで課題を発見し、「技を修正した
い」という意欲を喚起できた。そのため、技を上手に
仕上げるための意見交換が活発になり、グループ内で
の教え合いにつながった。
④シンクロを取り入れた学習方法と技能の向上
グループ全員ができる基本的な技をシンクロを取り
入れて練習した。友達と楽しみながらできるので教師
に指示されなくても数多く練習することができた。
タイミングをそろえることは、技の構造を考えたり
体の使い方を意識したりしなければできないので、技
を滑らかにするのに役立った。
３）課題
①ねらいの達成と指導者の役割の強化
ねらいや達成に向けて何を学習させるべきかを指導
者がしっかり把握し、さらに強化する。指導者は個々
のグループをきめ細かくアドバイスしていたので、そ
のアドバイスや良かった班を学習者全体に紹介すると
学習の共有化が図られ、ねらいを確認したり、強化す
る場面をつくり出すことができると考える。
②学習課題「空間構成」と技のつなぎ
演技の空間構成を思考する学習行動が多い。空間構
成を工夫することは集団だからこそできる楽しみ方で
あるが、本単元では生徒は空間構成を意識しすぎて
「はじめ－中－終わり」までの演技の流れがとぎれと
ぎれになりがちであった。空間構成を考える時間を少
なくし、個人や集団による技能面の向上に向けた学習
の時間をさらに獲得するとよいのではないかと思われ
た。それには、集団化のための技能をミニマムで教え
ること、例えば、空間構成の提示を少なくして、直線
を前転で何度も回転してシンクロするなど全員ができ
そうな連続技を提示をするなどによって、技を磨く時
間を確保することが考えられる。また、どの技でどの
空間構成を使って演技するか、技と技のつなぎをどう
すればスムーズによい動きのリズムできるかを、積極
的に指導をしていく必要がある。
③学習活動における課題の設定と技能の向上
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８）高橋健夫，長谷川悦示，刈谷三郎（1994）体育授業の『形
成的授業評価法』作成の試み：子どもの授業評価の構造に
着目して．体育学研究：39-1，29-37
９）長谷川悦示，高橋健夫，浦井孝夫，松本富子（1995）小学
校の体育授業の形成的評価票及び診断基準作成の試み.スポ
ーツ教育学研究 14（2）：91-101
10）高田俊也，岡澤祥訓，高橋健夫（2000）態度測定による体
育授業評価法の作成. スポーツ教育学研究20（１）：31-40.
11）高橋健夫，大友智，高田俊也（1994）体育授業分析の方法．
高橋健夫編著「体育の授業を創る」大修館書店：東京
12）福ヶ迫善彦，スロト，小松崎敏，米村耕平，高橋健夫
（2003）体育授業における「授業の勢い」に関する検討－
小学校体育授業における学習従事と形成的授業評価との関
係を中心に－. 体育学研究48（3）：281-297
付記
本研究は，群馬大学教育学部附属中学校との共同研究として
行なわれ、平成21年度、22年度にわたる授業の実践と分析を経
て、研究の成果をまとめることができた。附属中学校の熱心な
取り組みと、長年にわたる連携に感謝を申しあげます。
かわりによる思考判断」への態度を向上させる、学び
を深める教材として、その意義や可能性が確認された。
今後に向けて改善を図るためには、課題として①、②、
③、④が必要であると考えられた。
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